
            
 

 

自分の目で確かめる・触れてみる・現場で考える 

 

９月２４日の近現代史ゼミフィールドワ

ークに参加して感じました。甘楽町の大名

庭園、楽山園も、下仁田町の中小坂鉄山跡

もインターネット上の百科事典であるウィ

キペディアで事前学習して出かけましたが、

まさに「百聞は一見に如かず」。楽山園の開

放感や借景との関係などは現地に行かない

とわからない。池の畔に立ってあらためて

戦国大名の財力の偉大さを実感しました。 

中小坂鉄山では幕末から明治にかけての

製鉄の歴史を目で確かめることができまし

たが、それ以上の学びを経験したと感じた

のは私だけではないでしょう。あの山の中

に人力で横穴、縦穴をほり、岩盤を穿ち、

乳母車のような小さなトロッコに鉱石を乗

せ、足元も危険な斜面を移動していたであ

ろう鉱夫の苦労は大変なものであったにち

がいない、とそんな想像が終始頭の中を駆  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

け巡っていました。鉱夫の家族はどんな生

活をしていたのか？製鉄所の存在は地域に

暮らす人々にどのような恩恵をもたらした

のか？などと質問する参加者もありました。

みながみな、それぞれの「歴史」という知

識を補強し、作り変えていくのを感じてい

たことと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分の足で歩いて現場を見る」、「体験

する」、「事実を自らの目で確かめる」など、

教室から飛び出して学ぶことの意味や楽し

みを大いに感じた初秋の一日でした。 

 

群馬は小水力発電の宝庫 

 自然エネルギーについていろいろ学ばな

くてはならない時代になりました。太陽光、

風力、水力。振動もエネルギーになるとか。

群馬は小水力発電の宝庫だそうですが知っ

ていましたか？そこでさっそくフィールド

ワークを計画しました。１１月１９日（土）

午後２時、前橋市の田口発電所集合です。

水力発電所等を見学します。ぜひ、あなた

の目で確かめて！詳しくはフォーラムまで

問い合わせてください。  

《くらさんの目を通してみたちょっと気になるニュース》 

                  倉林 順一 


